
MnCl2溶融塩を用いた MnSi1.7ナノシート束の作製 

Synthesis of MnSi1.7 nanosheet bundles using MnCl2 molten salt 
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【研究目的】MnSi1.7は環境を考慮した材料として熱電素子への応用が注目されている．またナノ

シート束はナノ構造体のひとつの形態であり，大型デバイスへの応用が期待されている．これま

で CaSi2, MnCl2 及び NH4Cl を用いた気相中での熱処理により MnSi1.7/Si ナノシート束が作製され

てきたが，ナノシート束内での MnSi1.7 生成の分布が不均一となるという問題があった[1]．そこ

で本研究では MnCl2溶融塩を用いた液相反応により MnSi1.7ナノシート束の作製を試みた． 

【実験】Ar 雰囲気中にて石英管に CaSi2，MnCl2の混合粉末を充填し，ステンレス製の反応容器に

密閉した．600~800℃にて 1~10 時間の熱処理を施した後，室温まで自然冷却させた．生成したナ

ノシート束をイオン交換水およびエタノールにて洗浄，ろ過した後，大気中にて自然乾燥させた．

得られたナノシート束を FE-SEM，EDS，XRD 及び TEM により評価した． 

【結果】混合粉末のモル比を CaSi2：MnCl2=1：1 と

し，800℃にて 10 h の熱処理を施す事により得られ

たナノシート束の SEM 像及び EDS マッピングを

Fig.1 に示す．得られたシートはさらに薄いナノシ

ートに容易に剥離する．また Mn がナノシート束

をとおして均一に分布していることが分かった．

当日には XRD, TEM による詳細な構造評価の結果

をあわせて示し，溶融塩を用いた液相成長法によ

る MnSi1.7生成メカニズムを考察する． 
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Fig.1 SEM image of the MnSi1.7 nanosheet 

bundles and corresponding EDS mappings.  
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